


日
本
の
漫
画
界
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
、
ち
ば
て
つ
や
と
森
田
拳
次
。

二
人
の
作
品
に
は
、
子
供
時

代
を
過
ご
し
た
満
州
（
現
・

中
国
東
北
部
）
で
の
楽
し
い

思
い
出
や
終
戦
か
ら
引
揚
げ
ま

で
の
辛
く
苦
し
い
日
々
が
、
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

本
企
画
展
で
は
、
自
身
の
戦
争

体
験
を
マ
ン
ガ
と
い
う
表
現
で

伝
え
て
き
た
二
人
の
歩
み

と
、
次
世
代
の
漫
画
家
た
ち

が
、
戦
争
体
験
者
か
ら
の

バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
て
描
く

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
戦
後
75
年
が
経
過
し
た
今
日
、

戦
争
体
験
を
ど
の
よ
う
に
伝
え

る
か
？
」

こ
の
問
い
に
「
マ
ン
ガ
」
は
ど
う

応
え
る
の
か
、
み
な
さ
ん
自
身
の

目
で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

● 都営大江戸線〈都庁前〉駅 A6出口より徒歩約 1 分
● 東京メトロ丸ノ内線〈西新宿〉駅より徒歩約 5分
● JR 線、小田急線、京王線〈新宿〉駅西口より徒歩約 10 分

『不死身の特攻兵　生キトシ生ケル者タチヘ』
東直輝
特攻作戦で9回出撃しながら生還した実在の陸軍パイロットを描いた作品。
原作は鴻上尚史の同名ノンフィクション。

『戦争めし』
魚乃目三太
明治から昭和にかけての軍隊や戦争にまつわる
様々なグルメエピソードを漫画化した短編集。

『凍りの掌　シベリア抑留記』
おざわゆき
満州で終戦を迎えた後、シベリアの収容所へ連行・抑留された
父親の実体験を漫画化した作品。

『ペリリュー　―楽園のゲルニカ―』
武田一義
戦争末期、激戦地となった南方のペリリュー島で
懸命に生きる若者たちの姿を描いた作品。

次世代の漫画家
たちによる作品

森田拳次
昭和１４（１９３９）年東京生まれ。生後
３か月から奉天（現・瀋陽）で育つ。父
親は敷島区の協和街で鞄工場を経営して
いた。２１年山口県の仙崎港に引き揚げる。
ギャグ漫画家として活躍した後、ニュー
ヨークでの武者修行を経て、1コマ漫画
家に転身する。自身の引揚げ体験を『ぼ
くの満洲』として漫画化したほか、自身
の半生を漫画と文で描いた『漫衆少年史　
だめ夫伝』や、当資料館で配布している『満
州からの引揚げ　遥かなる紅い夕陽』な
どを執筆している。
代表作：『丸出だめ夫』『ロボタン』『ミス
タージャイアンツ』

ちばてつや
昭和１４（１９３９）年東京生まれ。生後
まもなく朝鮮に渡り、その後奉天（現・
瀋陽）に移る。父親は鉄西区の新大陸印
刷に勤務していた。２１年６月福岡県の
博多港に引き揚げる。スポーツ漫画を中
心に活躍する一方、太平洋戦争末期の海
軍パイロットを描いた『紫電改のタカ』や、
終戦後の自身の生活を描いた『屋根うら
の絵本かき』など戦争にまつわる作品も
執筆しており、現在も自身の半生を描い
た『ひねもすのたり日記』を連載している。
代表作：『あしたのジョー』『ちかいの魔球』
『のたり松太郎』『ハリスの旋風』

戦
後

７５
年
企
画 

毎日14：00～14：45
（イベント時を除く）

「漫画家ちばてつや満州体験記　
屋根うらの絵本かき」
企画  平和祈念展示資料館
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